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【地域で支え合う医療機関の連携体制を構築するために必要な３つの取組】 

取組事項 取組内容 

現  状 
（事前協議月の前月か

ら過去６箇月間の状

況） 

取組目標 
（事前協議月から向こ

う６箇月間の取組） 

実  績 
（事前協議月から翌年

３月末までの取組） 

１ これから在宅医療 
への参入又は拡充

に取り組む医療機

関同士の連携強化

を図るための取組 
 

※グループ内の取組

に関すること。 

記載のポイント（調整を行う者の明確化，打ち合わせ等の開催頻度，体制づくり） 

・登録医療機関において、毎月第三木曜日に打ち合わせ会議、症例検討会を行います。 

・登録医療機関が在宅医療を行っている利用者に対し、主治医が対応できない事情が発生した場合に代わりに対応でき

るようにそれぞれの医療機関ごとに調整窓口を設置し、相互に協力し合う体制の構築を行い在宅医療の取り組みを推進

していきます。 

・後方支援病院と連携し、急変時や医療機関の看取りの希望の受け入れなど、患者様、ご家族様の希望に寄り添った柔

軟な対応ができるよう支援体制を構築していきます。 

・登録医療機関の情報共有については ICT を活用していきます。具体的な連携のツールとしては、ipad で「メディカル

ケアステーション（MCS）」の完全非公開型 医療介護専用 SNS を利用します。患者様の状態の写真撮影等、主治医、副

主治医の迅速かつ的確な情報共有目的で活用し、より密な連携を図ります。 

   
 
 
※それぞれの医療機関ごとに調整窓口を設置し、相互に連絡できる体制の構築  ※連携して在宅医療 

 

２ 在宅医療を提供す

る連携体制として

必要な拠点機能を 
担う取組 

 
※地域との連携に関 
すること。 

 

記載のポイント（調整を行う者の明確化，打ち合わせ等の開催頻度，グループ内の取組課題を地域に提案） 

・多職種による勉強会の開催を通して、顔の見える関係つくりの場、多職種間の情報共有の場としていきます。    

※より多くの職種の参加を促していく。 

・困難事例、症例の検討をおこない、解決が難しい等の地域課題については、地域包括支援センターと連携し、地域ケ

ア会議へ提案します。それによって在宅医療の普及も努めます。 

・電話、FAX、メール、ICT による（MCS）など連携しやすい方法を確認し、情報交換を行います。 

・退院時には退院前カンファレンスを開催し、多職種に参加いただき患者様の情報共有、希望に寄り添った在宅医療の

支援へとつなげていきます。 

        ０回 
 
 
        ０回 
 
        随時 
        随時 

全体会議開催（3 回/年） 
 

 
定例会開催（１回/１か

月） 
（症例検討） 

随時 
随時 

     

３ 在宅医療について

の普及啓発活動等

の取組 
 
 

記載のポイント（主催，誰が・誰に対して行うのか，開催頻度，取組内容） 

・地域住民を対象とした在宅医療に関する勉強会を開催します。（年 １回） 

・多職種を対象にした在宅医療に関する勉強会を開催します。 

・グループ全体の相談窓口を設置し、在宅医療に関する相談を受け付けします。 

 

 

 

 

 

       

       ０回 
       １回 
       随時 

 
年１回 
年４回 
随時 

 

 

※これから在宅医療への参入又は拡充に取り組む医療機関同士の連携強化を支援する取り組みについて記載するものとする。 
 なお，必要に応じ，後方支援病院や在宅医療専門診療所（機能強化型在宅療養支援診療所を含む）などの支援（補完）を得て，在宅医療を提供する切れ目のない診療体制の

仕組みづくりに取り組むものである。 
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